
1 会 期 令和６年１２月５日（木）～１２月１３日（金） ９日間

2 議 案 等 報告 １件

議案 １４件

3 一 般 質 問 令和６年１２月１０日（火）　７名

4 請 願 ・ 陳 情 請願書 なし

陳情書 １件

◎ 議案等の審議及び概要は次のとおりです。

【報告第１０号】

（原案承認）

【議案第５５号】

（原案可決）

【議案第５６号】

（原案可決）

【議案第５７号】

（原案可決）

【議案第５８号】

（原案可決）

【議案第５９号】

（原案可決）

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

◇刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、「懲役」及び「禁錮」が廃止さ
れ、「拘禁刑」に一本化されることから、関係する条例について、調整を図るため、
本条例を制定するものです。

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

◇令和６年１０月に福島県人事委員会より出された職員の給与等に関する勧告
に準じ、給料月額を引上げるとともに、１２月期の期末手当を０.０５月、勤勉手当
を０.１月分、引上げを行うため、本条例の所要の改正をするものです。

泉崎村課設置条例の一部を改正する条例

◇子育て世帯に対する包括的な支援体制を構築し、きめ細かな行政サービスを
提供するため、新たにこども支援課を設置するものです。

泉崎村こども施策審議会条例

◇令和５年４月施行のこども基本法に基づき、新たに国のこども大綱が策定さ
れ、これまでの「少子化社会対策大綱」、「子ども・若者育成支援推進大綱」、
「子どもの貧困対策に関する大綱」の３つの大綱が、こども大綱に一元化された
ことから、新たに、こども計画を作成する必要があるため、本条例を制定するもの
です。

泉崎村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例

◇泉崎村防災会議の構成員等の変更及びこども施策審議会の設置に伴い、特
別職の報酬を定めるなど、本条例の所要の改正が必要となったため。

令和６年第４回（１２月）泉崎村議会定例会報告書

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度泉崎村一般会計補正予算
（第４号））

◇衆議院の解散に伴う第５０回衆議院議員総選挙の執行にあたり、早急な予算
措置が必要となったため。



【議案第60号】

（原案可決）

【議案第６１号】

（原案可決）

【議案第62号】

（原案可決）

【議案第63号】

（原案可決）

【議案第６４号】

（原案可決）

【議案第65号】

（原案可決）

【議案第６６号】

（原案可決）

【議案第６７号】

（原案可決）

令和６年度泉崎村住宅用地造成事業会計補正予算(第２号)

◇収益的収入及び支出の予定額について、人事院勧告に伴う人件費及び、奨
励金を支給するため、収益的収入及び支出に不足する額340万５千円を増額す
るものです。

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例

◇職員の給与等に関する勧告に準じ、議会議員の期末手当の支給率を引上げ
るため、本条例の所要の改正をするものです。

◇人事院勧告に伴う人件費の不足ため、収益的支出の予定額について、124
万５千円を増額し2,192万円に改めるものです。

令和６年度泉崎村農業集落排水・汚水処理事業会計補正予算（第２号）

◇収益的収入及び支出の予定額について、マンホール周辺舗装補修及び踏瀬
処理場のスクリーン交換修繕を行うため、営業外収益を287万５千円増額し1億
7803万円とし、営業費用を287万５千円増額し2億3,188万７千円とするもの
です。

令和６年度泉崎村介護保険特別会計補正予算（第3号）

◇歳入歳出それぞれ3,807万5千円を増額し、歳入歳出の予算の総額を歳入
歳出それぞれ7億9,165万円とするものです。

令和６年度泉崎村水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度泉崎村国民健康保険特別会計補正予算(第３号)

◇歳入歳出それぞれ1,753万2千円を減額し、歳入歳出の予算の総額を歳入
歳出それぞれ7億5,231万8千円とするものです。

泉崎村パークゴルフ場設置条例の一部を改正する条例

◇近年の高齢化社会に対応するため、８５歳以上の施設使用料を無料とするこ
とで、高齢者の健康増進、スポーツの振興及び世代間、地域間の交流促進を図
ることを目的に施設使用料の一部を改正するものです。

令和６年度泉崎村一般会計補正予算（第５号）

◇歳入歳出それぞれ2,367万7千円を増額し、歳入歳出の予算の総額を歳入
歳出それぞれ44億867万円とするものです。



【議案第６８号】

（原案可決）

◎ 発　　　議

【発議第４号】

（原案可決） 提出者：経済文教常任委員長

◎ 陳 情 書

受理№　４

（採択）

（以上）

※採択されました請願及び陳情は、議員発議により議会に提案され、可決後、意
見書として国、県等の関係機関へ積極的に働きかけを行うものです。

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」について

提出者：白河地方労働組合総連合
　　　　　議長　近藤芳文

◇職員の給与等に関する勧告に準じ、村長等の期末手当の支給率を引上げる
ため、本条例の所要の改正をするものです。

村長等の諸給与及び費用弁償額並びにその支給方法に関する条例の一部を
改正する条例



　　令和６年 第４回（１２月） 泉崎村議会定例会通告質問一覧表

番号 質問者 質問事項 質　　問　　要　　旨

1 白石正雄議員
１、オーガニック給食につ
いて

２、有機農業の振興につい
て

３、国民健康保険証につ
いて

４、スマホ規制について

5、保健師の採用について

6、高齢者生活支援につ
いて

　東西白河地方高齢者連絡会による自治体要請が毎年行われ
て、各市町村の高齢者への生活支援サービス事業がまとめられ、
一覧表がつくられている。自治体ごとの対比を見ると、町場に比べ
農村部は、サービス事業が少ない状況です。泉崎村として導入す
べき事業を指摘して見解を伺います。
　①ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰによる家事援助　②理美容券交付サービス
　③鍼灸活用券交付サービス　④タクシー利用補助助成事業
　⑤訪問ゴミ収集事業　⑥難聴者補聴器購入支援事業
　⑦高齢者安全運転支援装置設置事業

 11月8日、第2回全国オーガニック給食フォーラムが茨城県常陸
大宮市で開催され参加してきましたが、農水省・文科省と地方自
治体や農協・生協・農家・住民が協力して、オーガニック給食を推
進しており、今後全国にこの取り組みが広がって行くであろう事を
実感してきました。
　泉崎村におけるオーガニック給食の取り組みは、現在においてど
う進められているのか。そして今後、どう展開して行くつもりなのか
伺いたい。

 全国におけるオーガニック給食の広がりと同時に、有機農業に対
する取り組みが強化されて、12月8日は「有機農業の日」とされ、
11月18日から12月13日までを特別期間として、農林水産省は
特設サイトを立ち上げ、日本の農業の未来を考える日にしたいとし
ている。
　泉崎村の農業の現状と将来を考える時に、本村農業政策の基本
に「有機・循環型農業」を据える必要があるのではないか。地域
計画や農地プランを作成するにあたり全国の先進事例に学ぶこと
が重要であると考えるが見解を伺う。

　石破政権は12月2日から国民健康保険証の新規発行を停止す
る構えですが、利用上医療機関窓口で問題が多発しているマイナ
保険証に泉崎村としてどう対応するのか見解を伺う。
　①マイナカード取得状況　②健康保険証の有効期限
　③有効期限後の対応　④資格確認書の発行
　⑤マイナ保険証の有効期限と解除申請

　SNSやスマホの利用による子どもへの影響が問題となり､米国
やオーストラリアなど数カ国で低年齢層への規制の動きが強化さ
れてきている。村内小中学生のスマホ利用の現状と今後のあり方
について伺う。
　①スマホ所有の現状　②利用時間　③活用上の生活指導
　④文科省の方針

　介護保険制度の利用枠が狭められて行く中で、介護保険枠外
に追いやられた村民の生活状況が把握されていないように思う
が、村民の現状を把握し適切な支援対策へとつなぎ、福祉効果を
上げる為には、保健師の人材を確保し増員をはかる必要があるの
ではないか、見解を伺う。



　　令和６年 第４回（１２月） 泉崎村議会定例会通告質問一覧表

番号 質問者 質問事項 質　　問　　要　　旨

2 長久保孝行議員

2、健康づくりの推進（P48）
①健康づくりの充実
「健康であることは全ての村民の願いであり健康を増進し、発病
の予防を推進し、病気の予防や早期発見、早期治療に努めま
す。」とありますが、元気はつらつ教室など高齢者向けの健康増進
は実施しているが、子どもの健康増進にはどのように取組んでい
るのか伺います。

3、学校教育の充実（P70）
　（1）幼稚園教育
　〈現況と課題〉
「本村でも少子化の影響により園児数が減少しており空き教室が
ある状況です。
しかしながら保護者の就労等の増加により保育所の入所者数は
年度途中の申し込み、0歳児の申し込みが増えており受入れ保留
が生じております。このような状況の改善策のひとつとして幼保一
元化などの検討が必要となっています。」
上記について現在の待機園児の状況と改善策の検討状況を伺い
ます。

4、火災の予防（P86）
　〈現況と課題〉
「毎年、春と秋の火災予防運動を中心に、また日頃からあらゆる
機会・場所をとらえて、住民の防火意識の高揚に努めています
が・・・」
　〈実施施策〉
〇消防団、地域住民・消防団OB及び事業所が一体となった火災
予防、消火活動等（機械器具を含む）の訓練・講習会及び情報提
供の充実
上記の一体となった火災予防、消火活動等の訓練の実施状況を
伺います。

１、第６次泉崎村総合振興
計画について

1、交通安全・防犯対策の充実（P44）
①交通安全対策の充実
「交通事故を防止するため、交通安全教育及び交通安全運動を
実施し村民の意識の高揚を図るとともに、交通安全施設の整備を
推進し、交通安全対策の充実を図ります。」
上記の3点について具体的な実施状況を伺います。
②防犯対策の充実
「犯罪のない安心・安全な村とするため、関係機関と連携した防
犯体制の充実や防犯活動の推進をするとともに防犯施設の整備
に努めます。」とありますが防犯施設の整備とは何を整備していく
のか伺います。



　　令和６年 第４回（１２月） 泉崎村議会定例会通告質問一覧表

番号 質問者 質問事項 質　　問　　要　　旨

3 鈴木保仁議員

２、防災について １、泉崎村での現時点における防災対策を伺う。

２、民間企業との災害連携・災害時応援協定を結ぶ考えはあるか
伺う。

３、防災備蓄品の導入補助が来年度から拡大する事はご存じか
伺う。

4 円谷亮一議員
１、若者の村づくりへの参
画について

２、自衛隊広報活動の協
力について

　少子化等の影響により、自衛隊員のなり手不足が深刻化してい
る。人材確保のため、本村においても、自衛隊の広報活動に対す
る協力の充実を図っていく必要があると考えるが、村の見解を伺
う。

5 加藤恵子議員

②ガン検診を受けた人数と結果、再検査・要精密検査となっ
た方の数を伺います。

③県では、ガン患者支援事業として、アピアランスケア助成
事業を行っているが、村では何か支援事業はあるのか伺いま
す。

④ないのなら、今後、県と併用して助成するなどの事業を検
討して助成するなどの事業を検討していただけるのか伺いま
す。

２、学生服・運動着などの
リサイクルについて

１、県道１３９号線（母畑白
河線）・県道７５号線（塙
泉崎線）について

　卒業や転居、成長で着られなくなった制服や運動着を、不要に
なった方から、必要な方へマッチングできる仕組・事業は出来ない
か、村としての考えを伺います。
 SDGsの勉強会・講演会などを開催し、そこでリサイクル活動をす
る。学校のイベントに合わせてバザーのようにPTAにお世話になっ
て、制服・ジャージなどの回収・提供をする。村内の企業や店など
に協力していただく。社会福祉協議会や公民館に委託するなど、
村から働きかけ窓口を作っていただけないか伺います。

１、アピアランスケア支援
助成事業について

①村でのガン検診の種類と年間を通しての回数を伺います。

人口減少が続く状況の中で、若者の都市部への流出防止は最も
重要な対策の一つとなっている。持続性をもった魅力ある村づくり
をしていくためにも、若い世代が行政に関われる仕組みを作り、彼
らの意見が反映されるような具体的取り組みが必要と考えるが、
村の見解を伺う。

　県道１３９号線（母畑白河線）・県道７５号線（塙泉崎線）におけ
る交差点危険個所を村として把握しているのか伺う。



　　令和６年 第４回（１２月） 泉崎村議会定例会通告質問一覧表

番号 質問者 質問事項 質　　問　　要　　旨

6 安藤 茜議員 １、村内の道路について

２、子供の体力低下につい
て

　スマホやゲームをする時間が増え、外遊びやスポーツをする子供
達が減少しているのが現状です。
　これは全国的な問題ではありますが、外遊びをしたりスポーツを
楽しんだりする環境を作る事が将来の子供達ためではないかと思
います。
　そこで、本村としては、こういった問題に対し、どのような見解をお
もちなのか伺います。

7 野崎 隆議員
１、県道塙・泉崎線の補修
工事について

２、大型体育館の設備に
ついて

地球温暖化にともなう、夏場の異常高温に対して
１、本村の大型体育館（トレーニングセンター、中学校体育館）に
今後、屋内でのイベントやスポーツ・大会等での熱中症対策の為、
エアコン等の設備設置を村としてはどのように考えているのか伺
う。
２、エアコンの設置に対して国、県の助成事業の対象に該当する
施策はあるのか伺う。

県道塙・泉崎線の、井戸沼理髪店付近の補修工事
１、現在の進捗状況を伺う。
２、付随する工事について伺う。
３、工期について伺う。
４、同県道の高根地区、歩道の整備について伺う。

　村内には、狭い道路が多数ありますが、側溝にコンクリートのフタ
やグレーチングが無い所もあり、その道路で車がすれ違う際に、左
側に寄せ過ぎてしまい、タイヤが側溝にはまってしまうという出来
事を何度も見たり、聞いたりしてきました。特に、若者や女性、お年
寄り、そして村内に移住した方は、その場での対応にとても焦りと
ても困ってしまいます。
　狭い道路を優先に、コンクリートのフタやグレーチングの設置が
できないか伺います。


